
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストは四谷大塚でお買い求めください。 中学受験のヘクトパスカル 

 

● 0 が入る場合 

(0,1,2) (0,2,4)の組み合わせのとき 

 

アの場合，百の位に 0 はないので， 

   1 0 2 

   1 2 0 

   2 0 1 

   2 1 0 

 

 

イの場合も同じ４通り     

 

 

 

● 0が入らない場合 

(1,2,3) (2,3,4)の組み合わせのとき 

 

ウの場合  

   1 2 3 

   1 3 2 

   2 1 3 

   2 3 1 

   3 1 2 

   3 2 1 

エの場合も同じ 6通り   

ア イ ウ エ 

4通り 

6通り 

3枚のカードの和が 3 の倍数 になるのは次のア,イ,ウ,エ の組み合わせのときです。 

したがって，求める通り数は， 

 4 + 4 + 6 + 6 = 20通り 
20通り 

５年上第 12回（改訂版） 


